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イギリスと2019年欧州議会選挙

池本 ⼤輔（明治学院⼤学教授）

１．選挙の⽂脈
 ＥＵ残留の是⾮をめぐって2016年6⽉に⾏われた国⺠投票で、投票者の51.9％が離脱を⽀持したのに対して
残留⽀持は48.1％にとどまり、離脱派が勝利した。この結果を受けてデービッド・キャメロン⾸相は辞意を表
明し、後任には内相のテレーザ・メイが就任した。メイ政権は2017年3⽉29⽇、ＥＵ条約第50条にもとづき
正式にＥＵに対して離脱意思を通告し、２年後の離脱予定⽇に向けて、イギリスとＥＵとの間で離脱条件や離
脱後の関係についての交渉が開始された。
 それゆえ、2019年5⽉に欧州議会選挙が⾏われる時には、本来ならばイギリスは既にＥＵから離脱している
はずであった。けれども、事態は当初予定されたとおりには進まなかった。2018年11⽉にメイ政権はようや
くＥＵとの間で離脱条件と移⾏期間に関する「離脱協定」と、離脱後の関係に関する「政治的宣⾔」に合意し
たが、この合意案に対する下院の⽀持取りつけは困難を極めた1。「離脱協定」は三度投票にかけられたが三

度否決され、結局イギリスのＥＵ離脱は2019年10⽉末まで延期されることになった。離脱延期後も、欧州議
会選挙への参加を回避するため、政府と労働党⾸脳部の間で妥協点を探る交渉が続いたが決裂し2、イギリス

でも選挙が⾏われることになった。
 メイ⾸相はＥＵ離脱法案を下院に提出することで、「離脱協定」に対する承認を得ようと再度試みたが、
「離脱協定」が可決された場合、⼆度⽬の国⺠投票実施の是⾮を問うことを表明したために与党保守党の反発
を招き、5⽉24⽇に保守党党⾸を辞任する意思を表明した3。7⽉に新党⾸が選出され次第、⾸相の座から退く

⾒込みである。
 このようにＥＵ離脱をめぐって国論が⼆分される中、欧州議会選挙はイギリスの有権者に改めてこの問題に
ついて意⾒を表明する機会を与えることになった。イギリスに限らず、欧州議会選挙はＥＵの⽅向性が争われ
る場というよりも、⾃国の政府や国政問題に対する不満を表明するために⽤いられてきた4。イギリスがＥＵ

から離脱することになって初めて、欧州議会選挙がイギリスとＥＵの関わり⽅をめぐって⾏われることになっ
たのは、⽪⾁というよりない。イギリス独⽴党の元党⾸であり、国⺠投票の際には離脱派の顔の⼀⼈であった
ナイジェル・ファラージは、離脱延期は国⺠投票でＥＵ離脱を選択した有権者に対する背信⾏為だとしてブレ
グジット党を設⽴し、ＥＵから「合意なし離脱」することを公約した。これに対して残留派の側では、⾃由⺠
主党、緑の党、それから保守・労働両党から離脱した議員により設⽴されたChange UK等が⼆度⽬の国⺠投票
を⾏うことを公約したが、様々な事情から分裂した形で選挙戦を戦うことになった5。このように極めて混乱

した政治状況が続くなか、5⽉23⽇に欧州議会選挙の投票が⾏われた。

２．選挙結果
 選挙結果は表１のとおりであった6。第⼀党となったのはＥＵからの合意なし離脱を⽀持するブレグジット

党であり、得票率31.6％で全73議席の約４割にあたる29議席を獲得した。第⼆位は残留派の⽀持を集めるこ
とに成功した⾃由⺠主党で、得票率は20.3％、議席数は16議席であった。残留派では他に緑の党も最近の環境
問題への関⼼の⾼まりを受けて⽀持を伸ばし、得票率12.1％、７議席で第四位に⾷い込んだ。それに対して⼆
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⼤政党は惨敗を喫した。「欧州研究グループ」を中⼼とするＥＵからの「合意なし離脱」を主張する議員がメ
イ⾸相の交渉した「離脱協定」案に反対し、混乱の原因をつくった保守党は得票率9.1％で僅か４議席にとど
まった。残留派と離脱派の有権者双⽅の⽀持を得ようとした労働党は得票率が14.1％に留まり、議席数は10と
半減した。
 議席数でみれば、今回の選挙で勝利したのは「合意なし離脱」を⽀持するブレグジット党であるが、得票率
に着⽬すれば離脱派が「勝利」したとは⾔えないことがわかる。「合意なし離脱」を⽀持したブレグジット党
とイギリス独⽴党の得票率の合計は34.9％であるのに対し、残留派の⾃由⺠主党、緑の党、スコットランド国
⺠党、Change UK、プライド・カムリは合計で40.4％の票を得ている。それゆえ、今回の選挙結果は残留
派・離脱派のどちらかが明らかに勝利したことを意味するものではない。むしろ、今回の選挙はＥＵ離脱に関
し両極端の⽴場をとる政治勢⼒が躍進したという点において、イギリス世論のさらなる分極化を⽰すものだと
⾔えるだろう。

表1 政党別の議席数と得票率
議席数 前回⽐ 得票率 前回⽐

ブレグジット党 29 +29 31.6% +31.6%
⾃由⺠主党 16 +15 20.3% +13.4%

労働党 10 -10 14.1% -11.3%
緑の党 7 +4 12.1% +4.2%
保守党 4 -15 9.1% -14.8%

スコットランド国⺠党 3 +1 3.6% +1.1%
プライド・カムリ 1 0 1.0% +0.3%
シン・フェイン 1 0 - -

⺠主連合党 1 0 - -
同盟党 1 +1 - -

Change UK 0 0 3.4% +3.4%
イギリス独⽴党 0 -24 3.3% -24.2%

アルスター統⼀党 0 -1 - -

 投票率は36.9％で、前回⽐+1.5%であった。国⺠投票で残留派が多数を占めた地域の⽅が前回2014年の選
挙と⽐較して投票率が⾼く、これが得票率で残留派の政党が上回る⼀因になったと思われる。「ブレグジット
党が勝利したのは離脱の延期に対する離脱派の有権者の怒りを反映したもの」といった類いの⾔説は、離脱派
の有権者の投票率の低さに鑑みると、正鵠を得たものではない。

３．選挙結果がブレグジットにとって意味するもの
 メイ⾸相の辞任や今回の選挙結果は、イギリスがＥＵから「合意なし離脱」する可能性を⾼めたという⾒⽅
がある。このような⾒⽅が出てくるのは、保守党の党⾸選で最有⼒候補のボリス・ジョンソンが「合意があろ
うがなかろうがイギリスは10⽉にＥＵから離脱する」ことを表明していることに加えて7、「合意あり離脱」
と「合意なし離脱」の間には⾮対称性が存在するためでもある。ＥＵ離脱法（2018年）の下では、イギリスと
ＥＵとの間で離脱合意が成⽴するためには、イギリス議会が事前にその内容に合意することが条件となってい
る。メイ⾸相は⾃らが交渉した「離脱合意」に対する下院の⽀持をとりつけようとしたが果たせず、辞任を余
儀なくされた。それに対して、10⽉末に離脱交渉の期限が到来し、イギリスとＥＵとが交渉期間の延⻑に合意
できなければ「合意なし離脱」となるため、「合意なし離脱」にはイギリス議会の積極的な⽀持は必要ないの
である。下院が政府に対して交渉期間の延⻑を申請するよう義務づける⽴法を⾏うことは可能であるが、交渉
期間の延⻑にはＥＵ側の同意が必要であり、⾸相が「合意なし離脱」を⽬指せば議会がそれを阻⽌するのは難
しいという⾒⽅が有⼒である8。

 但し与党保守党の「合意なし離脱」に反対する議員が内閣不信任案に同調するようであれば話は別であり、
実際にフィリップ・ハモンド蔵相はその可能性を⽰唆している9。保守党と、それに閣外協⼒している⺠主連
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合党とを合計しても323議席しかない状況では、不信任案が可決される可能性は相当程度ある（下院の過半数
は326だが、シン・フェイン党の議員7名は議事に参加しない）。仮にジョンソンが次期⾸相になっても、イギ
リスをＥＵから合意なしで離脱させることにはかなりの障害があるとみてよいだろう。
 むしろ筆者には、今回の欧州議会選挙結果は、既に難航しているブレグジットのプロセスをより⼀層⾏き詰
まらせるように思われる。現時点の下院の議席分布を前提にすれば、イギリスがＥＵから合意にもとづいて離
脱するためには、⼆⼤政党の協⼒が不可⽋である。ところが、今回の選挙で「合意なし離脱」と⼆度⽬の国⺠
投票という両極端の⽴場をとる政党が躍進し、⼆⼤政党が惨敗したことは、保守党を強硬離脱への⽅向へ、労
働党を明確な国⺠投票⽀持の⽅向へと押しやり、さらなる分極化をもたらすだろう。これが⼆⼤政党間の妥協
をさらに困難にするのは⾔うまでもない10。

 もう⼀つ考えられる解決策は総選挙を⾏うことで、どちらかの⽴場が明確に勝利すれば、ブレグジットをめ
ぐる⾏き詰まりは解消に向かうであろう。ところが今回の欧州議会選挙で⼆⼤政党が共に⼤敗したことで、す
ぐに解散総選挙になる可能性は遠のいたと思われる。つまるところ、今回の選挙結果は⾏き詰まりを打破する
⼆つの⽅策を共に困難にすることで、ブレグジットをめぐる混乱をさらに⻑期化させるのではないかと危惧さ
れる。
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